
 

「ゆきまんてん」は、山形県が開発した水稲の新品種です。 

代表品種「はえぬき」、その血を受け継ぐ「雪若丸」の流れを踏まえ、おいしさと安定した収量を高いレベ

ルで両立しました。 

炊き上がりは白くつややかで、粒立ちがよく、ふっくらと仕上がります。 

「はえぬき」よりも粘りと旨みがしっかりしており、毎日のごはん時間がちょっと贅沢に感じられます。 

ご家庭のごはんにも、外食や中食の分野でも、安心して選べる新しいスタンダードです。 

 

【特長】 

               美しさと食味のバランス 

 

炊き上がりの見た目が白く美しく、つやがあります。 

粒がしっかりしているのに、口に入れるとやわらかく広がる、「ふっくら」「なめらか」な食感が特長です。 

光沢や味の評価も高く、冷めてもおいしさが続きます。 

 

     安定した収量と栽培性 

 

生育の時期は「はえぬき」とほぼ同じで、栽培のしやすさも受け継いでいます。 

千粒重 24.1g（はえぬき比 109%）と粒が大きく、一般的な栽培条件でも、はえぬき比 113%の収量を実 

現。歩留まりの良さと安定した収量見込めます。 

さらに、気温の高い年でも品質のばらつきが少なく、安定した収穫が見込めます。 

 

  山形が誇る、次世代の主力品種 
 

「はえぬき」の信頼と「雪若丸」の魅力を合わせ、品質・収量・安定性のすべてを磨き上げたお米。 

 

品質と安定した供給で、心と食卓を支えられる——それが、ゆきまんてんです。 

 
注記 ゆきまんてんの詳細なデータや試験結果については、裏面をご覧ください。 

この度は、「ゆきまんてん」を試食していただきありがとうござい

ました。ぜひ皆様のご感想をお聞かせください。 

アンケートはこちらのQRコードを       

                     読み取ってお答えください。                     

≪問い合わせ≫                 

 

山形県農林水産部 

県産米戦略推進課

   023-630-231 

 


